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ニュージーランド・アーカイブズ・記録協会 2007 年度大会に参加して 







（Information and Society Research Division, National Institute of Informatics） 
 
 1． はじめに 
ニュージーランド・アーカイブズ・記録協会（Archives and Records Association of New 
Zealand: ARANZ）は 1976 年創立の比較的若いアーカイブズ関連団体であるが、2007 年 7
















2.1 日本のアーカイブズをめぐる諸事情の概要（‘Overview of Archives and Archival 




















2.2 国際機関における DIRKS 方法論の適用：国際連合の場合（‘Implementation of the 
DIRKS Methodology by International Organizations: The Case of the United Nations’、
小川千代子氏と共著、7 月 14 日発表） 












[ここに表 1、写真 1～3 を挿入] 
 
3.1 公文書館法制定 50 周年 
 今回の大会プログラムの概要については表 1 に掲げているが、大会の統一テーマは「あ
れから 50 年…我々はどこまで到達したか（Fifty Years On...How far have we come?）」で
あった。これは、1957 年にニュージーランドで公文書館法（Archives Act）が成立し、国
立公文書館（National Archives, 現在の名称はArchives New Zealand）が発足して以来、


















































































・ニュージーランド統計局（Statistics New Zealand）における統計記録の評価選別 






[ここに写真 4 を挿入] 
 














報管理学部（School of Information Management）」の中に図書館学・アーカイブズ学・記
録管理学の修士課程が位置づけられていること、またインターネットを活用した遠隔教育
（Ｅラーニング）のしくみが確立していることを確認できた。同大学の関係者（Rowena 

















大会実行委員長として様々な点でご配慮下さった Sarah Padey 氏（オークランド市公文書
館）に、厚く御礼申し上げる。また、急な依頼にもかかわらず国立公文書館訪問について




1 これは平成 18 年度国立情報学研究所共同研究として、同研究所から研究費の援助を受け
ていることを明記しておく。この研究については 2007 年度も継続して実施している。 
2 Koga, Takashi, ‘Government Information and Roles of Libraries and Archives: Recent 
Policy Issues in Japan’, Progress in Informatics, no.1, 2005, pp. 47-58. Also available at 
http://www.nii.ac.jp/pi/n1/1_47.pdf (accessed 2007-07-31); Koga, Takashi, ‘Innovation 
beyond Institutions: New Projects and Challenges for Government Information Service 
Institutions in Japan’, A paper for the World Library and Information Congress: 71st 
IFLA General Conference and Council (Government Libraries Section), Oslo, Norway, 





日本語版 1 号、2004 年、156-199 頁（『レコード・マネジメント』53 号、2007 年、28-60
頁に再録）。 
4 この講演は以下の通りウェブで閲覧可能。Macaskill, Dianne, ‘Fifty Years of National 




スで閲覧可能。Public Records Act 2005 040. Available at 
http://www.knowledge-basket.co.nz/gpacts/public/text/2005/an/040.html (accessed 
2007-07-31). 
6 Archives New Zealand, “Continuum - Create and Maintain”.  













8 Cullen副首相の開会講演は以下の通りウェブ上で閲覧可能。Cullen, Michael, ‘Fifty Years 
On, How Far Have We Come?’, Press Release by New Zealand Government, July 13, 
2007. Available at 
http://www.aranz.org.nz/Site/events/Conferences/cullen_press_release_2007.aspx 
(accessed 2007-07-31). 
9 正式名称は以下の通り。ISO 23081-1:2006 ‘Information and documentation -- Records 
management processes -- Metadata for records -- Part 1: Principles. なお、これに関連す













272 頁。なお、2006 年 10 月に学習院大学で開催された「第 2 回アジア太平洋アーカイブ
ズ学教育国際会議」では、Michal Cook氏（英国リバプール大学）がアーカイブズの領域に
焦点を当ててMLAの動向を論じている。Cook, Michael, ‘Advancing into the Unknown: 
New Issues in ARM Education in the UK’, Proceedings of the Second Asia-Pacific 
Conference for Archival Educators and Trainers (Professional Seminar), Tokyo, Japan, 
















7 月 13 日（金） 
・開会講演：Michael Cullen 副首相 





7 月 14 日（土） 
・基調講演：Helen Ford 英国博物館・図書館・文書館協議会 東ミッドランド分科会会長
・基調講演：Margaret Birtley オーストラリア・コレクション協議会事務局長 
・その他研究発表、講演等 







写真 1：Dianne Macaskill ニュージーランド国立公文書館長による基調講演（7 月 13 日）
より。画面は 1954 年の写真で、左はニュージーランド自治領文書館（Dominion Archives）
の責任者だった Michael Standish（のち初代国立公文書館長）、右は国立公文書館設立にあ









写真 3：国立公文書館の展示ブースに掲げられた、同図書館の 50 年史の年表 
 
 
 
写真 4：ニュージーランド国立公文書館・ウェリントン本館。国会ほか政府機関が集中する
一角にあり、国立図書館もすぐ近くにある。 
 
 
 
